
 

上田市こどもの権利条例制定支援業務委託 評価基準 

１ 評価基準 

評価項目 評価の視点 

業務実績 ・業務の実現力を確認するため、同種業務・類似業務の実績を評価する。 

実施体制 

遂行力 

・児童福祉に係る幅広い情報網及び、実現可能性のための研究委員について評価

する。 

業務運営 

支援体制 
・業務に対応可能な従業員数、サポート能力を有しているか評価する。 

業務の実施計画 ・仕様書の内容に基づき、適切な業務スケジュールが示されているか評価する。 

法律・制度の動向先進事

例等の情報提携 

・法律や制度改正、国等の動向、全国自治体の特色ある児童福祉施策の事例等の

情報の情報提供が、迅速・効果的か評価する。 

上田市こどもの権利条例

検討委員会等関係 

・上田市こどもの権利条例検討委員会及び庁内連携会議の運営等支援体的かつ有

用な提案がなされているか。 

アンケート調査 

関係 

・アンケート調査実施及び結果分析において、具体的かつ効果的に示されている

か。 

ワークショップ 

関係 

・ワークショップ実施及び結果分析において、具体的かつ効果的に示されている

か。 

パブリックコメント 

関係 

・パブリックコメント結果の集計、条例に反映する手法等の方針が示されている

か。 

上田市こどもの権利

条例案作成関係 

・上田市こどもの権利条例案作成に係る支援に関し、具体的かつ効果的である

か。 

条例の逐条解説作成

関係 
・条例の逐条解説作成に係る支援に関し、具体的かつ効果的であるか。 

普及啓発関係 
・条例の普及啓発に向けた広報用 PRパンフレットについて、効果的なものとな

るよう作成方針が示されているか。 

見積金額 ・適切に積算されているか。 

※評価項目ごと、評価の視点を基に、提案内容の優劣に応じて付与する点数の基準を定める。 

 

２ 留意事項 

（1）本基準に基づいて評価した結果、総得点が最も高い業者を契約候補者とする。 

（2）評価点の満点は 1,250 点とする。（評価者 1人あたりの点数 250点×評価者 5人） 

（3）最低基準点を 750点（満点の 60％）とし、それ以上の点数を得た者の中から契約候補者を選定す

る。 

（4）最高点の提案者が複数であった場合は、次の方法により順位を決定する。 

   ア 評価項目「見積書」の点数が高い者を上位とする。 

   イ 「見積書」も同点の場合は、評価項目「理解度」の点数が高いものを上位とする。 

（5）評価者がプレゼンテーションを欠席する場合は、代理者が対応し、代理者の出席が困難な場合

は、書類審査をもって代えるものとする。 

（6）審査結果についての質問及び異議申し立ては受け付けない。 


